
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時以降)
03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和 )年 /月ユ>日
令和2年 2月 4日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取 (割当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のカルボスルファンの残留基準の設定について

②食品中のカルボフランの残留基準の設定について

③食品中のジクワットの残留基準の設定について

④食品中のシクラエリプロールの残留基準の設定について

⑤食品中のテプコナゾールの残留基準の設定について

⑥食品中のプロフラニリドの残留基準の設定について

⑦食品中のベンガ リモキサンの残留基準の設定について

③食品中のベンフラカルプの残留基準の設定について



①食品中のカルボスルファンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  エフエムシー・ケミカルズ株式会社
● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

→ 受取の有無:□  有り ど無し

□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

②食品中のカルボフランの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):          ルズ株式会社

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

有

有

□

□

●

●

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

レ

ー

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額 → 受取の有無:□ 有リ  ビ 無し
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名(申請企業等): OATアグリオ株式会社

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

有

有

□

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

レ

‐

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度

→受取の有無:□ 有り /無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□  50万円超～500万 円以下
□ 500万円超

し

し

鉦
小
笠
小

レ

ー

一　

考と
与

る
こ関
樹

一̈
駒
『
鰐
峻
朝

幅
鏑
輛

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :□ 有り
該当の有無 :□ 有り

受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )



③食品中のジクワットの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  シンジェンタジャパン株式会朴
● 寄付金・契約金等の受取 (害」当て)額 → 受取の有無:□ 有リ  ビ

/ 
無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度

申請資料等の作成に密接に関与
審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

④食品中のシクラニリプロールの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取 (害」当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元年

申請資料等の作成に密接に

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑤食品中のテブコナゾールの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 
一

ロップサイエンス株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り  M/ 無し

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
―
∃

″叫
回

有

有

□

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

じ

無

無

♂
〆
‐
‐
Ｊ

該当の有無 :

該当の有無 :

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万円以下
500万 円超

当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額 → 受取の有無:□ 有り  菌/ 無し
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無 :

該当の有無 :

じ

し

無

無

彰
Ｌ

Ｉ

ゴ

有

有

□

□

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

卜3年]靱円以下
【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                   )



⑥食品中のプロフラニリドの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 三井化学アグロ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑦食品中のベンズピリモキサンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  日本農薬株式会社

→ 受取の有無 :□  有り ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

／
ｍ
ご

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

③食品中のベンフラカルプの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): OATアグリオ株式会社

→ 受取の有無 :□ 有リ  ノ  無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

当の有無 :□
→ 該当の有無 :□ 有り

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無

／
由

И
「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取 (害 1当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度

→ 受取の有無 :□  有リ  ビ
/無
し

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 該当の有無 :□
→ 該当の有無 :□

有り

有り

し

し

無

無

′
レ

ー

当該年度における受取額

卜 : ::3発 電 :500万
円以下

受取額の内訳】
□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )



















( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

  〒1 0 0 — 8 9 1 6 東京都千代田区霞が関1 — 2 — 2
  電話 0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )

0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
  F A X 0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和之年/  ^ 2 3 日
令和2 年2 月4 日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおり回

答する。

  ① 食品中のカルボスルファンの残留基準の設定について

  ② 食品中のカルボフランの残留基準の設定について

  ③ 食品中のジクワットの残留基準の設定について

  ④ 食品中のシクラニリプロールの残留基準の設定について

  ⑤ 食品中のテブコナゾールの残留基準の設定について

  ⑥ 食品中のブロフラニリドの残留基準の設定について

  ⑦ 食品中のベンズピ1 J モキサンの残留基準の設定について

  ⑧ 食品中のベンフラカルブの残留基準の設定について

現職固M 一品衡一所/ | 品^ 率一輝
  氏名做泰：7



①食品中のカルボスルフアンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：エフエムシー・ケミカルズ株式会社

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有1 J の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

  受取の有無：口有リ 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

  該当の有無：口有り E f 無し

  該当の有無：口有り 0 無し

②食品中のカルボフランの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：エフエムシー・ケミカルズ株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

  口 その他（

受取の有無：口有り 5 ?  無し

一当該年度における受取額
口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

―該当の有無：口有り 0  無し

―該当の有無：口有り 0  無し

企業名( 申請企業等）：0 A T アグリオ株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

   口 その他（

受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

一該当の有無：口有り

一該当の有無：口有り

0  無し

0  無し



③食品中のジクワットの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：シンジェンタジャパン株式会社
   ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 一受取の有無：口有リ 0  無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 口 5 0 万円以下

口平成3 0 年度 ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

   口令和元年度 一 』 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   口 その他（ 一 )
  拳申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 d 該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 π

④食品中のシクラニリプロールの残留基準の設定について

企寒名（申請企拳等）：石原産塞秩式会計
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

―受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有リ β 無し

  「特記事項 _

⑤食品中のテブコナゾールの残留基準の設定について

   企塞名（宅>  企寒等）：バイエル々ロップサイエンス秩式会計
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 ―受取の有無：口有り C  無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 マ円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

    ロ ーその他（ )  
  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り

  拳審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り

「特記事項

Q  無し

d  無し



⑥食品中のブロフラニリドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）: 三井化学アヴロ株式会計

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

  D  令和元年度

受取の有無：口有リ B f  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

0

0

 無し

 無し

⑦食品中のベンズピ1 J モキサンの残留基準の設定について

   企業一名（申請企寒等）：日本| | 基株式会粁
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 受取の有無：口有り 0  無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 - 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り B f 無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有リ 0  無し

  「特記事項 π

⑧食品中のベンフラカルブの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：0 A T アグU 才株式会社
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 ―受取の有無：口有り E f 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 0 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 1











(宛 先 )

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

〒100-8916        東京都千代田区霞が関1-2-2
電話      03(5253)1111(内 線4289)

03(3595)2423 (18時 以降)

FAX       03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和2年 /月 2∠ 日
令和2年2月 4日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のカルポ為レファンの残留基準の設定について

②食品中のカルわ ランの残留基準の設定について

③食品中のジクワッ拗 残留基準の設定について

④食品中のシクラニ嚇な―ルの残留基準の設定について

⑤食品中のテカ ナゾールの残留基準の設定について

⑥食品中のカ フラニリドの残留基準の設定について

⑦食品中のベンズ害Jモキサンの残留基準の設定について

③食品中のベンフラカルプの残留基準の設定について            ヽ

現職 久←名リロォガ彪ガ嚇ダむ酵〆イ鵞むq姥凝η



①食品中のカルボスルフアンの残留基準の設定について

驀圭 察 f由 譜 企業鋤 :  ェフェムシー・ケミカル:粛際
と/無し寄付金・契約金等の受取(割当て)額● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
□ 平成30年度

当該年度における受取額
□ 50万円以下
轟 50万円超～500万円以下
□ 500

● 申

②食品中のカルわ ランの残留基準の設定について

該当の有無 :

該当の有無 :

ジ

ー

柳
柳

□
□

し

し

無
無● 審議の公平さ:こ疑念を生じさせると考えられる特駆の利害関係

l特

記事項

El 寄附金(奨学寄付金含む)         自 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
El 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

→ 受取の有無:□ 有り  とイ
~無

し

し

じ

　
　

　
　

　

　
　

　

し

Ａ認
１
１
´
』

秘
制

● 寄付金,契約金等の受取(調当

受取有りの場合、難 多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
EEl 令和元

蘭こ密接に関与

当該年度における受取額
E1 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

→ 該当の有無:ロ

IIl 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

口 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    EEl 当該企業の株式

口 その他(                   )

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

l撃

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
口 平成30年度
口 令和元

● 申請資料等の作成緯密接fニ

当該年度1略ける受取額
口 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
E3 500万円趨

当の有無 :

該当の有無 :

し

じ

無
無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[特

記事項

    .

ジ

ー

有
有

ロ
ロ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         自 研究契約金  ロ コンサルタンロ宰指導料

El 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    口 当該企業の株式



③食品中のジクワッ拗 残留基準の設定について

金菫名(由 講金菫筆〕: シンジェンタジヤル 株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□

● 申講

→ 受取の有無:口 有り ／
額
・

取当該年度における受
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
Ell

有
有

□
□

し

じ

無
無

レ
ー

篤
篤

多

―

有
有

④食品中のシクラニリカ ールの残留基準の設定について

多無しD寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度 当該年度における受取額
□ 50万円以下□ 平成29年度

□ 平成30年度 □ 50万円超～500万円以下

□ 令和元年度 超

成に密接に関与 該当の有無:日
該当の有無:□

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Ellの利害関係

l特

記事項

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

l管

記事項

⑤食品中のテブヨナゾールの残留基準の設定について

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         日 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
口 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

El 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
El 特許権・特許使用料`商標権による報酬
EIl 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   )

企業名(甲 需企業等,: ∠
● 寄付金・契綺金等の受取(割当て

受取有りの場合、最も多tヽ寄附金・契約金等を受lf取つた年度

□ 平成29年度
□ 平成30年度

● 申請資料等の作成に

蒟 じ
当該年度における受取額
□ 50万円以下
E3 50万円超～500万円以下
ロ

ジ

ー

有り じ

じ

無
無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

El 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
El 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

有り



⑤食品中の7nフラニリドの残留基準の設定について

屏 顆 翻 鐵 臨 懇 話 が
自 宴 鰹 堕 L____可

面 繭 薫 丁 雨
~ダ

無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

シ

ー

⑦食品中のベン粛到モキサンの残留基準の設定について

.輩譲慶諸懇龍鬱摯饉搬鰹ヒーー____T函轟雨

「

訂~y無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
口 平成30年度
口 令和元

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度

● 申請資料等の作成:こ密接に関与

③食贔中のベンフラカルプの残留基準の設定について

当該年度における受取額
E3 50万円以下
□ 50万再超～500万円以下

→ 該当の有無:□ 有り

当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

500

該当の有無 :

該当の有無:

じ

じ

無
無

ロ

ー

り

り

有
有

□
□

し

し

無
無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

l特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  EEl コンサルタント料・指導料
□ 特許権`特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         EIl 研究契約金   田 コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   )

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
霧 平成30年度
El 令和元

こ密接に開与

b/無じ
当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

恙 暑;  ダ舞し● 審議の公平さIこ疑念を生じさせると考えられる特Bllの利害関係

1特

記事項 「
―
ｌ
ｌ
ｉ
ｊ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         日 研究契約金  EEl コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    Ell 当該企業の株式










